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2) 論争に関する論文は， [8J [9J [10J <D他にも発表されたが，重要性をみとめないのでふれ
ない“





















f面f庖ベクター ; A=(，i"ん λ〕
{回格ベクター ; p~ (p" p" ...， p") 
労働投入ベクタ ; L=(ん，102• ちん〕
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賃金財へクター ; B= (bh bz， bn)' 
生産係数行列 f:1 
生産係数行列は，非負，生産的，かつ分解不能を仮定する。



















また，賃金財 Bは生存水準に固定され工いるものとするo 相対価格は Pι タ
6) B は労働一時間当りの質金財バλケットー




















(j~l. ......• n) 
んは部門 J の生産に投下された直接労働(むしろ，支払われた賃金総額叫(1十け
んと考えるべきである). 1υ は部門 J の生産手段として入る商品の生産部門に
7) ニュメレー ルは個別町商品でも合成商品でも無差別である。


















































(C，x十V，y)(1 +r) =a，x 
同 ~ (C2x十九y)(日 )=a，y
(C3x+ V，y)(l十γ)=aaz
ただし.X， y， Z，は，それぞれ不変資本，可変資本，および剰余価値の価値か
らの価格のカイ離率であるoah a2， aaは各部門の商品価値を表わす。 また，
7 は均等利j閏率。 ωを解くためには，未知数，X， y， Z， rに対して，方程式の
16) 賃金が叩aの水準。とき， 19凶3成立すると先験的に主張できる理由はない。 次元町異なる価
値と価格を量として比較することは無意味である。
17) 追加方程式に関する論点以外はふれない。 なお，論争については [2J[3J [5J [6J [1的





1'1のような物的ター ム C価橋を決定するよとを転静とミ クはみなヲ [19J。
78 (388) 第 117巻第5・6号
数が一本不足である。そこで，追加すべきか方程式はいかなるものが適切であ
るかが議論された。すなわち，ニュメレーノレとして，
(付 金のカイ離率を 1とする o z=l 






















20) [25Jは資本の有機拍構成田定義が正確ではない. また，二部門モデルより得た結論を 般化
している。















dBLX* 世司 r= AAX前十ABLX*e






ところで， 同は賃金財パスケット B を所与として得られた f と eの関係
式である。それでは，同において，剰余価値率で表わした分配率の動きと利潤




80 (390) 第 117巻第5.6号
率で表わした分配率の動きとは対応するであろうか。剰余価値が量として利潤
の大きさを規定し亡いるかどうかである。
B はベクターであるから rを一定にとどめる B の要素の組合せは多数存
在する24)。その異なる組合せは異なる eに対応する。同様に.eを一定にしな



















ままでは賃金の動く方向を判断できないの λ カラ で賃令の犬小を比較するに
は価格で集計すればよい。ところが，現実には，貨幣賃金から賃金ハスケット
24) 異なる E が同-0)フロヘニウス根をもてばよし、。


















利潤率 f の関係は 1図である。なせ、なら，分配の変化 (rの変化〉は p，を
変化させ.p;の変化がそのタームの実質賃金に影響するからである。
25) 剰余が賃金に支払われれぼ，個人的選好の余地も入る。
26) N節および [24)74ヘー ジ参照。
27) [6)でP/w=p"， とおけば，
















































pj=(l十γ)L;a'jp，+即 lj (j=1， ...， n) 
において，分配の変化にもかかわらず pjが変化しない条件は，
々 dr事"友FZad十(1+r)L;a" a';， 十lj (j= 1，...， n) 
dp 
において，友寸=0より，
























同 P紳士(l+r<'*)P紳 A i. e P料 [Iー (1+r<'勺A]=O
ただし，P料は極大利潤率 f叫のときの価格ベクター。
同より
帥 X帥ニ(l+r料 )AX仲 i.e [I~(l十r料)A]X件二O
ただし， X帥 =CXl帥 X:，*ヘー ， X，*)，>O 
33) 資本集約度均等の体系のもつ特徴については (24)審問。
34) iパランスを保つ l割合"， [351ロ 16参照D
35) 詳しくは， (35J C. 3参照咽
36) (24) 82ベジ参照。













系は， リカ ドの穀物比率論に類似したー財モデルである叩。 したがって，相
対価格の変化に影響されずに利潤率を決定できる。すなわち，資本の大きさは，










































価値と分配について (397) 87 
と決まる。したがって;(6)に対して同をニ 1 メレーノレとすることと，例を測定
単位とすることは同値である。すなわち. (6)と凶から，
1 P .，.， 1 P 
"，**声PAX**=(1十r)o:*子可王子宮十L
この式に同から得られたdFを適用すれば， 標準純生産物タームの価格




















42) イ トウェルは必要労働時間を二週りに定着できるとしている[10Jp. 299.同産出物の価値
に占める賃金のシェア-eして。 (Bj)号働者の生存手段として。
43) こ白点を強調したものに (19)，



















結果〈注目))駒田/ は般に成一友.;I >0 
立しない。すなわち，分配の変化が
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